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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
続きまして資料２、協議会での具体的な検討事項と今後の進め方について説明します。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
まず、現在、宗谷総合振興局管内では、二級水系の流域治水協議会が
１７水系９協議会があります。

クサンル川、頓別川、北見幌別川に関しては、現在、河川整備計画が策定されている河川でかつ現在、河川事業を実施している河川ということもありまして、先行して１水系毎に、
令和３年３月に流域治水協議を設立しております。
他の２級水系、宗谷管内では１４水系ありますが、これらについては、昨年度、市町村毎に協議会を設置しております。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
こちらが、協議会毎の位置図となっています。


●稚内市を流れているウエンナイ川、声問川、増幌川　で１つのウエンナイ川水系外流域治水協議会
　　赤字で記載のウエンナイ川水系は今年度流域治水プロジェクトの策定を予定しています。
　　緑色は来年度、プロジェクトの策定を予定しております。
●クサンル川水系流域治水協議会
●礼文町を流れている大沢水系流域治水協議会
●利尻町をながれているタネトンナイ川水系流域治水協議会
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
宗谷中部の位置図となります。 �これも、知来別川水系、鬼志別川水系、猿骨川水系、猿払川水系で知来別水系外流域治水協議会となっています。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
宗谷南部の位置図となります。
�
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
次に、クサンル川、頓別川、北見幌別川流域治水協議会のこれまでの経緯につきまして、ご説明いたします。

この３水系につきましては、先ほども説明しましたが、河川整備計画が策定されている河川でかつ現在、河川事業を実施している河川となっています。

○第１回の流域治水協議会につきましては、令和３年３月３０日に実施しております。
 　協議内容につきましては、会の設立、規約、流域治水の概要となっております。
   
　その後、各関係機関の計画の取組内容の聞き取りを行いまして、それを反映させた形で

○第２回、流域治水協議会を令和４年３月３０日に実施し、その後、流域治水プロジェクトの策定、公表をしております。
○第３回は令和５年３月２２日に実施し、これも各関係機関の聞き取りを行いまして、流域治水プロジェクトの更新をおこなっております。
○本日の担当者会議につきましては、取組計画に対する実績、フォローアップを各関係機関に紹介していただき、
　　その内容を反映させた形で、後ほど説明させていただく、議事次第５の流域治水プロジェクトの更新「案）をお示しいたします。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
次に、先ほどの３水系以外の１４水系の河川については、昨年の３月に流域治水協議会を設立しております。
当初、河川改修を実施している、クサンル川、頓別川、北見幌別川のみを対象としておりましたが、宗谷管内では、１４水系においても、
北海道では全部で１８９水系ありますが、全ての２級河川で流域治水の取組をすることが重要とのことから、昨年度、
この１４水系についても協議会を設立しております。

今年度につきましては、１協議会１水系の流域治水プロジェクトの策定を予定しております。

ウエンナイ川水系外・大沢川水系・～～～の経緯につきましては、ご説明いたします。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
○次に協議会での検討事項につきまして、ご説明します。
①対策の検討として、水災害リスクを把握したうえ、各関係機関（流域に関わるあらゆる関係者）が、進めている整備、計画、ソフト対策を確認し、流域治水対策として

①氾濫をできるだけ防ぐ・減らす対策
②被害対象を減少させるための対策
③被害の軽減、早期復旧、復興のための対策

それらについて、流域治水メニュー、今後の方向性を定めます。


今後の方向性、検討および対策メニュー、対策候補地を定めます。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
○協議会での検討事項②として　当該水系の水災害リスクを踏まえ、新たな対策メニューを追加できるか検討し、協議を実施します。
例として資料に表記されている対策が挙げられます。

これらの対策につきましては、来年度も今年同様、各構成員に個別に聞き取りしたいと考えておりますので、　
新たなメニュー等の追加があれば、検討していただきたいと思っております。

②として
その後、各関係機関による対策検討を基に、流域で行う流域治水の全体像を共有します。これが、今回のような協議会の場となります。

③連携、対策を組み合わせた整備等の加速化や効果的な水災害へのリスク対応などを目標として、流域全体で取り組んでいく対策を決定し、
流域治水プロジェクトを公表します
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
これが流域治水プロジェクトの例となります。
■氾濫をできるだけ防ぐ・減らすための対策
■被害を減少させるための対策
■被害の軽減、早期復旧・復興のための対策
の各関係機関の取組内容、代表写真、大まかな取組箇所を記載します。
流域治水プロジェクトにつきましては、基本的には位置図とロードマップとなります。
先程の１－１、１－２で検討した結果を、このような位置図に取りまとめます。


himex COIRIEIHG®

OR#s/kFoo oy b [O—KRxy )] (biEdE)
~ - HEKKEENSTFDELOKRDREE KR~



プレゼンター
プレゼンテーションのノート
これがロードマップとなります。

整備の加速化や効果的に対策を推進するため、各流域治水プロジェクトの検討事項ごとに短期、中長期の工程を定めたロードマップを作成します。

位置図とロードマップを作成することで、流域治水の全体像がわかることとなります。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
今後の進め方については最後に説明します。
次第１、２は以上となります。


今年度の流域治水プロジェクトについて、今後の進め方について説明させていただきます。

今回の会議を踏まえて、幹事会を3月中旬、協議会を３月下旬に書面にて開催します。

その結果を受け、３月末下旬に流域治水プロジェクトを策定・公表する予定としています。

次年度以降、各協議会ごとに流域治水プロジェクトのフォローアップを行い、逐次、事業の追加など、流域対策の充実化を図ります。
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